
Ⅰ．はじめに

　スギ，ヒノキを加害するキバチ類は，木口面に星形紋の変色被

害を引き起こすことで知られているが，近年，素材市場に出荷さ

れた材にその変色被害が見られ，無視できない問題となってきて

いる。多くは変色自体が問題となっている場合であるが，変色に

よる強度低下を懸念するユーザーも見受けられる。

　そこで，今回は，変色被害部の強度性能を明らかにするため，

被害木から採取した小試験体について強度試験を行い，キバチに

よる被害率との関係を調べた。

　なお，本研究は林野庁林業普及情報活動システム化事業「キバ

チ類の被害防御技術に関する調査」の成果の一部である。

Ⅱ．試験方法

　（１）試験体の採取

　はじめに，キバチに加害されたスギ小径木丸太（黒木町笠原産，

樹齢１４～２０年，品種は不明）５本を大割にしたまま，含水率を一

定にするため約３ヶ月天然乾燥し，その後曲げ強度試験用の供試

材を採取した。曲げ試験体のサイズは２cm×２cm×３２cmであ

る。木取りは随からの距離がほぼ等しい位置で，全ての試験体が

追柾面になるように行った。また，試験片中央部１／３の範囲に

節が現れたものは除外し，さらにその後の曲げ試験において明ら

かに節の影響で破壊したと思われるものについては，結果から除

去した。

　縦圧縮試験体は曲げ試験後の試験体から採取した。サイズは２

cm×２ cm×６ cmであり，全て無節である。

　それぞれの試験体については平均年輪幅，密度を測定し，試験

終了後，全乾法により含水率を測定した。

　（２）被害率の測定

　キバチによる被害率は，試験体の木口面において変色部の面積

が占める割合をパーセントで表示した。圧縮試験体については両

木口面の平均値を，また曲げ試験体については，圧縮試験体を切

断した後の両木口面の平均値をその試験体の被害率とした。

　（３）強度試験

　強度試験は JISZ２１０１に準じ，最大容量１００KNの万能試験機を

用いて行った。

　曲げ試験は，中央集中加重，スパン２８cmで行い，破壊までに

至る時間が３分程度になるよう定速ストローク制御で行った。ま

た，荷重は全て試験体の木表側から行い，曲げ強さ及び曲げヤン

グ率を測定した。

　縦圧縮試験は，平均荷重速度が毎分９．８０N ／mm２以下となるよ

う定速ストローク制御により行い，最大荷重を測定することで縦

圧縮強さを算出した。

Ⅲ．結果と考察

　（１）曲げ及び圧縮試験体の概要

　表－１に５本の丸太から得られた曲げ及び圧縮試験体の概要を

示す。

　含水率は，圧縮試験体の方が試験時期が梅雨期にかかったため

高くなっていたが，どちらも変動係数は小さかった。このため，

今後の強度試験結果は含水率補正を行わず，全て生のデータを用

いることとした。

　（２）曲げ試験結果

　表－２に曲げ試験結果を示す。被害率は４段階に分け，各被害

率毎の曲げ強さを示した。

　健全材（被害率０％）の強さを比較すると，各丸太間でバラツ

キが見られた。そこで，丸太の影響を少なくするため，健全材の

平均値がほぼ等しいNo．２，４，５の丸太で曲げ強さと被害率の関

係を調べた。結果は図－１の通りである。図は平均値，標準偏差，

最大・最小値を示している。この図を見ると被害率毎の強度の分

布はほぼ等しく，被害率の増加に伴う強度の低下傾向は認められ

なかった。

　また，曲げヤング率についても，今回は表示しなかったが曲げ

強さと同様の傾向が見られた。

　さらに，各測定値間の単相関を調べた結果を表－３に示す。こ

の結果，被害率は密度，年輪幅，曲げ強さ，曲げヤング率のいず

れとも相関が認められなかった。

　（３）縦圧縮試験結果

　表－４に縦圧縮試験結果を示す。

　曲げ試験結果と同様に，健全材の強さを比較すると各丸太間で
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バラツキが見られたため，健全材の平均値がほぼ等しいNo．

２，３，５の丸太で縦圧縮強さと被害率の関係を調べた。結果は図

－２の通りである。この図でも被害率毎の強度の分布はほぼ等し

く，被害率の増加に伴う強度の低下傾向は認められなかった。

　また，表－３に示した各測定値間の単相関係数からも，被害率

は密度，年輪幅，縦圧縮強さのいずれとも相関が認められなかっ

た。

Ⅳ．まとめ

　試験の結果，曲げ，圧縮強さとキバチの被害率との間に明らか

な負の相関は認められず，測定値も一般的な JIS 小試験体の平均

値と同様な値を示していた。この結果から，強度的にはキバチ被

害材は健全材と変わらず，実用上問題はないと判断した。

（２００１年１１月２６日　受理）

202

Kyushu J. For. Res. No. 55　2002. 3

表－１．曲げ及び圧縮試験体の概要

密　度
（g ／ cm３）

含水率
（％）

平均年輪幅
（mm）

個　数

０．４４６
（９．８）

１２．３
（２．８）

２．２１
（２１．３）

　９０曲　げ

０．４２３
（９．６）

１３．６
（２．１）

２．２０
（２３．８）

１３７圧　縮

上段：平均値　　下段：変動係数（％）

表－２．曲げ強度試験結果

被　害　率　（％）丸太
No. ７０～３０～７０～３００

４
６１．５
（２．７）

８
６２．７
（６．２）

４
６０．６
（８．４）

１

３
８０．８
（１．１）

３
７５．２
（１２．１）

５
７２．７
（７．０）

６
６９．０
（９．９）

２

６
６０．８
（５．１）

７
５９．０
（８．７）

５
６１．７
（８．７）

３

２
７７．４
（７．０）

３
７６．４
（１．７）

１３
７２．１
（９．９）

４

４
６７．０
（３．４）

１２
６５．１
（６．０）

４
６８．６
（３．８）

１
７２．９
―

５

上段：試験体数　　中段：平均曲げ強さ（MPa）
下段：変動係数（％）

表－４．縦圧縮強度試験結果

被　害　率　（％）丸太
No. ７０～３０～７０～３００

５
３４．５
（３．９）

６
３３．８
（４．５）

１
３６．５
―

５
３２．３
（３．０）

１

３
３８．９
（６．９）

９
３９．１
（５．４）

７
３８．５
（６．２）

６
３６．８
（６．９）

２

４
３３．８
（３．７）

１１
３４．９
（４．５）

１２
３３．４
（５．５）

８
３５．４
（３．５）

３

４
３９．０
（３．５）

２
４０．３
（０．４）

９
４０．１
（３．５）

４

１４
３２．２
（４．２）

２０
３２．４
（６．４）

７
３１．８
（７．１）

４
３４．３
（５．４）

５

上段：試験体数　　中段：平均縦圧縮強さ（MPa）
下段：変動係数（％）

表－３．各測定値間の単層関係数

（N＝５６）曲げ試験

曲げヤング率曲げ強さ年輪幅密　度

－０．０４　０．０１　－０．１６－０．１７被害率

０．２２０．５３＊＊　０．２３密　度

－０．３１＊　０．０９　年輪幅

　０．６７＊＊曲げ強さ

（N＝９５）圧縮試験

圧縮強さ年輪幅密　度

－０．０５　－０．１６０．１７被害率

　０．７１＊＊－０．１５密　度

－０．１７　年輪幅
＊，＊＊はそれぞれ有意水準５％，１％で相関があるもの

図－１．被害率と曲げ強さの関係 図－２．被害率と縦圧縮強さの関係


